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＜連絡事項＞

· 明日、ワックスがけを実施するので、テーブル等を個室に移動させること。

· 今週実施した院内研修の出欠の最終確認が掲示板にきているので、各自すること。

＜外来情報＞

· 沢田　三郎　様～「デイケアで人と話すのは楽しい」と話されている。

· 関　　秀治　様～目の充血はよくなってきている。ステロイド入りの点眼薬に加え、AZ点眼薬も

追加で処方となっている。「人に聞かれて答えるんですけど、あの時こう言えばよかったって思うことがあります」と話されている。

· 島浦　美千男様～先週の採血にて、血糖値117mg/dl。食事と運動に気をつけるよう説明されてい

る。

· 田名部　一樹様～「仕事しなきゃと思う。やる気は20％くらい」「冬はデイケアに通いたい」と話

されている。青明舎にも相談し、寝坊するかもしれないと話すと、午後からの仕事もあると説明されたとのこと。いきなり就労ではなく、まずは色々な話を聞いて、仕事のイメージをつかんでみてはどうかと説明されている。身体の調子は良いとのこと。

· 伊藤　雄一　様～21時から寝ると、逆に生活リズムが崩れると話されている。最近はジャズに凝

っているとのこと。

· 北嶋　　剛　様～みかわ内科から処方されている眠剤を飲んでおり、調子はいいと話されている。

· 関口　　禅　様～特別年金の書類の書き方について、弟に尋ねたら「施設に聞け！」と怒鳴られた

とのこと。虫の居所が悪かったのではないかと説明されている。

· 村田　昭一　様～特に変わりはないとのこと。

· 久保　興介　様～母様同伴で受診。疲労があり、気分の落ち込み、「死にたい」と考えることがあ

ると話されている。屯用の抗不安薬（ユーパン）を1日3回まで使用していいこと説明。時々、幻聴があるとのことだが、増薬は本人・母様ともに拒否している。屯用に使用している薬では、幻聴には効果がないこと説明している。仕事については、青明舎にも相談に行っているが、担当医の許可が必要であると説明されたとのこと。就労については、母様の希望が強い。担当医より、現在の状態では就労は難しいこと説明している。

＜利用者様情報＞

· 袴田　隆裕　様～昨日、青明舎来所され、本人より一般就労を強く希望きかれている。本人は工場

就労を希望されており、二交替制で仕事をしていくと話している。応募期間が今週中だとのことで、迷っているが、家族は体調面や本人の能力から反対している。青明舎側からも段階を踏んで進めることが必要と伝え、体調面を第一にすることを伝えている。話を進めていく中、本人もアルバイトから始めようと思うとその場で納得し、青明舎からハローワークに出かけている。自己能力の過信、現実検討の低さなど伺えている。以上、青明舎からの情報提供。次回、デイケア通所時に、本人からハローワークでの様子や、その後の就労の意志について確認していくこと。

· 駒目　　翔　様～朝の送迎の際、父様は仕事が忙しいとすぐいなくなってしまい、荷物確認には立

ち会わず。荷物確認には素直に応じている。カッター等の危険物はなく、筆入れと本4冊（性的な内容あり）を預かっている。18禁の雑誌を他メンバー（本田英之様）に売ってもらいたいと話しており、売買の依頼を含め、他者との物のやりとりは行わないよう説明している。また、ロッカーの中に、以前持ってきたという同人誌があり、内容は性的なものではないため、本人持ちとなっている。本人より、「荷物チェックは嫌だ。自分で見るだけだから（性的なものを）持ってきてもいいじゃないですか」と何度も訴えており、昨日に引き続き、デイケアは治療の場で、公共の場であるため、他者に不快感を与えるようなもの・そぐわないものは持ちこまないよう説明しているが、「どうしてですか」と繰り返し話し、理解はない。「今日、田名部先生に言ってこようかな」と納得してない。荷物確認を1週間でやめてほしいとも希望あり、それは精神的に安定し、危険行為・迷惑行為を行わなくなるまで続けること説明している。

また、女性スタッフの髪や足を触るなど、過度な接触みられており、不快であること、セクハラであるため、止めるように何度も説明するも、「何でですか」と理解ない。男性スタッフが介入すると一時的に止めているが、男性スタッフが席を外すと、再度同様の行為を行っている。逸脱行為、迷惑行為があった場合は、その都度、根気よく説明を行っていく。

· 田向　玲美　様～6/18デイケア終了後、青明舎来所。就労について相談をしており、「みなと」か

ら青明舎を利用するべきだと説明を受け、青明舎利用に踏み切ったと話されている。担当医、デイケアスタッフからも、就労を焦らず、継続して通所するように言われていることを話している。青明舎側からは、担当医と相談しながら許可が下りた場合、具体的な就労支援を行っていくこと、担当医やデイケアなど関係機関とともに本人の様子を確認しながら進めて行きたいと話されている。これまで就労訓練を行ってきたようで、就労場所や内容に関する具体的な希望あり、得意なもの、不得意なものなど、ある程度自己覚知できている様子。本人から今後も青明舎を利用していきたいと話されているため、就労相談以外の憩いの場としても利用できることを青明舎で説明している。以上、青明舎からの情報提供。

また、本日デイケア来所されており、本人より幻聴があると訴えている。夜間トイレに起きた際に、女の人の声で幻聴が聴こえるとのこと。日中の幻聴はなく、夜間中途覚醒した時のみだが、昨日一昨日と続いたため、不安であると話されている。幻聴の内容自体は気にかかることはなく、「聴こえたらがっかりする程度」と話されており、日課や気分には支障はないとのこと。幻聴があることで、気分的なものや日中の活動、睡眠に影響があるようなら、外来受診し相談した方がいいこと、支障がないようなら次回受診時に相談する方向で良いのではないかと説明。「気になるから、来週受診してみようかな…」と話されている。本人の訴えを傾聴し、不安の軽減を図りながら、就労に向けて日中の活動や生活リズムを安定できるよう介入していく。










